
第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

完 成 年 月

所 在 地 行田市向町地内（行田警察署付近）

推 薦 理 由

－

1 応 募 作 品 名 忍川

土手に群生する菜の花、川面に映る桜並木が風情を感じさせる。

対 象 物 の 用 途 河川

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

完 成 年 月

所 在 地 行田市埼玉5288

推 薦 理 由

昭和50年

2 応 募 作 品 名 金澤製菓店

特徴的な三角屋根が古風な和菓子屋に調和している。

対 象 物 の 用 途 店舗

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

完 成 年 月

所 在 地 白川戸531-5

推 薦 理 由

平成15年9月

3 応 募 作 品 名 白川戸Ｎ邸

コンクリートと木造が軽やかに調和されており、清涼感の中にもむくもりを感じさせる。

対 象 物 の 用 途 住宅

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

完 成 年 月

所 在 地 行田市大字須加地内

推 薦 理 由

昭和43年4月

4 応 募 作 品 名 利根大堰

統一的なデザインから、堅牢・安定が窺える。

対 象 物 の 用 途 堰

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

完 成 年 月

所 在 地 行田市藤原町2-28-1

推 薦 理 由

－

5 応 募 作 品 名 地蔵塚古墳

雄大な佇まいから、古代ロマンへ誘われる。

対 象 物 の 用 途 史跡

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

完 成 年 月

所 在 地 行田市藤原町1-27-2

推 薦 理 由

－

6 応 募 作 品 名 八幡山古墳

横穴式石室を持つ巨大古墳。その大きさから埋葬者の権勢具合が推し量れる。

対 象 物 の 用 途 史跡

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

7 応 募 作 品 名 薬師堂

本堂前のイチョウの存在感に圧倒される。

対 象 物 の 用 途 寺院

所 在 地 行田市大字真名板1532

推 薦 理 由

－完 成 年 月

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

8 応 募 作 品 名 蓮華寺通り

蓮華寺へと続くこの通りには、足袋蔵が並び、当時の面影を想起させる。

対 象 物 の 用 途 街並み

所 在 地 行田市忍1-1-9

推 薦 理 由

－完 成 年 月

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

日本全国を見ても数少ない、茅葺きの古民家である。公園内周辺の景観とも調和している。

9
所 在 地 行田市大字埼玉（さきたま古墳公園内）

推 薦 理 由

応 募 作 品 名 古墳公園の茅葺古民家

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

住宅

不詳

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

古鉄道を利用したアーチ式橋梁で、竣工当時の形状を維持し、かつ周囲の景観とも調和している。近代化過程にお
ける歴史の1コマを見ることができる。

10
所 在 地 行田市大字下忍地内（下忍小学校付近）

推 薦 理 由

応 募 作 品 名 古鉄道レール橋

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

橋梁（歩行者用）

不詳

作 品 写 真
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十万石　行田店

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

店舗

不詳

推 薦 理 由

応 募 作 品 名

伝統の江戸様式で建てられた店蔵の良さを今に残している。表通りの童のモニュメントとも調和している。

11
所 在 地 行田市行田２０－１５

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

江戸時代に檜と杉で建築されたもので、歴史的な重みを残す希少な建物である。

12
所 在 地 行田市佐間２－９－８

推 薦 理 由

応 募 作 品 名 川端酒造

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

店舗

不詳

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

池守の星川

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

河川

－

推 薦 理 由

応 募 作 品 名

今でも残っている豊かな自然風景を残しておきたい。

13
所 在 地 行田市大字下池守地内

作 品 写 真
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とある会社

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

倉庫

不詳

推 薦 理 由

応 募 作 品 名

歴史ある建物を後世に残していきたい。

14
所 在 地 行田市大字下中条１６１２

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

再生され化粧直しをする蔵が多いなかで、数少ない、中世の鎧をまとった土蔵である。

15
所 在 地 行田市忍１－３－２９

推 薦 理 由

応 募 作 品 名 鎧をまとった土蔵

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

倉庫

不詳

作 品 写 真
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ものつくり大学

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

学校

平成１３年

推 薦 理 由

応 募 作 品 名16
所 在 地 行田市大字前谷３３３

作 品 写 真



第7回浮き城のまち景観賞　審査対象作品 資料2

歴史ある街並みの風格を損なわないよう配慮され、木製引戸が街並みに柔らかさを添えている。休業時も風情を損
なわないよう防火戸兼用の縦格子戸を設け、内部の明かりが街角にもれる。

17
所 在 地 行田市行田２２－５

推 薦 理 由

応 募 作 品 名 行田ガス

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

店舗

平成１９年５月

作 品 写 真
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水城公園の家

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

住宅

平成１３年１１月

推 薦 理 由

応 募 作 品 名

水城公園西側に位置し、公園とのつながりを大切に計画されている。以前の建物とは庭の配置を変更し、公園の
木々との共存を考慮した。建築から１０年の月日が経過したが、日頃の手入れもあり、ますます地域に溶け込んでい
ると感じる。

18
所 在 地 行田市城南１－２２

作 品 写 真
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埼玉スバルの敷地内、ジェット機が展示されている場所の隣にある日本風家屋。古い学校校舎を思わせる造りが特
徴で、散歩の度に見入ってしまう。

19
所 在 地 行田市大字佐間１６２６

推 薦 理 由

応 募 作 品 名 埼玉スバル自動車株式会社

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

住宅

平成１０年３月

作 品 写 真
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早朝の古代蓮の里

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

公園

平成１３年４月

推 薦 理 由

応 募 作 品 名

７月上旬の早朝、見ごろの時期の古代蓮の里。青空をバックに、タワーも映えて見える。

20
所 在 地 行田市大字小針２３７５

作 品 写 真
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21
所 在 地 行田市大字斎条５６８

推 薦 理 由

応 募 作 品 名 松岡邸

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

住宅

不詳

作 品 写 真
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十万石　水城公園店

対 象 物 の 用 途

完 成 年 月

店舗

平成１４年１１月

推 薦 理 由

応 募 作 品 名

城下町の蔵をイメージし、蔵の象徴であるなまこ壁を現代風にアレンジした建物。

22
所 在 地 行田市天満８－２１

作 品 写 真


